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事務事業評価フロー

出発点：市民が求めている状態に近づけるためには、どうすればいいか？どのような手段が効率的かつ有効か？

例えば
ボランティア講座開催事業という事業を想定した場合は・・・

目的妥当性の評価

目的・意図

事業計画： これだけの資源を投入すれば 事業計画： これだけの資源を投入すれば

れだけの活動結果を得られ れだけの活動結果を得られ

ボランティアをしたことのない市民が、その重要性や
活動方法を理解し、実際に活動できるようにする。
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これだけの活動結果を得られ これだけの活動結果を得られ

これだけの成果が生まれるだろう これだけの成果が生まれるだろう

資源の投入

活動
　効率性の評価 　　有効性の評価

結果

成果

　これだけの資源を投入したので 成果指標として考えられるのは　…
　これだけの活動結果を得られ 　　　　①講座終了後アンケートで理解度が高い人の割合
　これだけの成果が生まれた 　　　　②受講者のうち、実際にボランティア活動に参加した人数　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など　　
 この「成果」を数値であらわすのに適した指標を「成果指標」と呼びます

講師謝金：20,000円、講座会場借上料：10,000円
職員実働：１人×10日間

ボランティア講座：６回開催

受講者数：200人

ボランティア活動への理解が高まった
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